
本年度は2019年4月に、静岡県立短期大学部社会福祉学科の
鈴木敏文准教授をお招きし、＜講義編「事例研究の深化に向けて」＞を計4回開催しました。
講義編を土台として、10月・11月に＜発表編＞を開催し、
施設部門・在宅部門の各事業所・ステーション、サ高住、
モアキッチン室、海外研修チーム(デンマーク・オーストラリア)と
聖隷福祉事業団様の招待発表を含め、全55チームが
それぞれの取り組みの成果・考察を発表しました。

発表編当日は、社員だけでなく、内定者やインターン学生の方、
日頃からお世話になっている事業者の皆さまにも
多くご参加いただきました。
本年度の参加者は総勢500名を超えました。

～目的～
・ご入居者・お客様のQOL向上を目指す事例
研究の取り組みを実施するため、根拠に基
づいた事例研究の意義・方法を再確認し、
情報収集力・考察力・言語化の力を向上す
る。
・事例研究の横展開の重要性を学び、BLS
全体のサービス品質の向上を目指す。



ヒルデモアたまプラーザ・ビレッジⅢ        押         
         感  安心感 

※発表順に記載

みずたま介護ステーション上尾 めんどくさい・・・
15名        介助  自立支援  取 組  

ヒルデモア東山 “今”喜んで頂く為にできること
      宣告後 食 取 組  

みずたま介護ステーション新所沢 自由        気   一人暮   何 悪 
 食事支援  自立  生活      

みずたま介護ステーション三鷹 『認知症状に心地よく伝わるコミュニケーション』
 心 扉 開   

    介護      西船橋
D-Festa西船橋

 職員 服薬 対   意識変化  
意識変化           

最優秀賞

優秀賞


